
事故事例１５（一般乗用）

道路沿いの敷地から歩道を横切って道路へ出る際、歩道上を走行してきた自転車と

出会い頭に衝突

発生日時・天候 ５月６日（日）８時１０分 雨

発生場所の状況 歩道上 湿潤

運 転 者 年齢：５３歳 運転歴：３年５月

当 該 車 両 種別：小型 形状：箱型 乗車定員：６人 当時の乗車人員：１人

損 害 重傷１名

事故概要

、 、 、当該タクシー運転者は ７時５０分に出庫し １回目の営業で駅から私立学校まで実車の後

空車にて校門を出て県道を左折するため歩道直前で一時停止後、左右の安全を確認し前進した

ところ、左方から歩道を走行してきた自転車と出会い頭に衝突した。

推定原因 要因及び背景 再発防止対策

運転者 運転者

当該運転者の安 歩道を自転車が走行してくる 予測運転を励行するとともに安

全不確認（側方 かもしれないという予測運転 全確認を確実に行う。

不注意） をせず、かつ、急いで道路へ

出ようとした。

運行管理 運行管理

・自転車の特性を踏まえた助 ・自転車の特性を踏まえた適切

言指導が十分でなかった。 な助言指導を行う。

・適性診断結果を活用したき ・適性診断結果を踏まえたきめ

め細かい運転者指導が十分で 細かい運転者指導を実施する。

なかった。 ・要注意箇所走行時の防衛運転

の励行について指導する。

走行環境 走行環境

塀によって左右の見通しが悪 視界の改善やコーナーミラーの

かった。 設置を要望する。

その他

自転車が道路交通法に違反し

て歩道を走行し、かつ、直前

しか見ていなかった。


